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一般会計予算　39億6,000万円

一般会計予算　39億6,000万円の内訳

一般会計予算　39億6,000万円

歳　入

歳　出

町税
13億4,325万円
（33.9％）

公債費
7億4,109万円
（18.7％）

教育費
5億3,144万円
（13.4％）

総務費　4億9,331万円
（12.5％）

民生費
8億 516万円
（20.3％）

土木費　4億7,679万円（12.0％）

地方交付税
9億8,600万円
（24.9％）

国庫支出金　1億4,761万円（3.7%）
県支出金　1億6,478万円（4.2％）

繰入金　3億9,409万円（10.0％）

地方譲与税　1億8,818万円（4.8％）

地方消費税交付金
　　1億1,500万円（2.9％）

諸収入　1億649万円（2.7％）

町債　2億9,350万円（7.4％）

その他
2億2,110万円（5.5％）

その他
1,799万円（0.5％）

消防費　1億9,821万円（5.0％）

商工費　8,618万円（2.2％）
農林水産業費　2億5,236万円（6.4％）

衛生費　2億6,685万円（6.7％）

議会費　9,062万円（2.3％）

　

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
５
年
目
と
な
る
第
４
次

総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
共

に
生
き　

共
に
つ
く
る　

牧
場
の
朝

の
ま
ち　

鏡
石
」の
実
現
に
向
け
、

「
快
適
空
間
づ
く
り
」「
元
気
づ
く
り
」

「
活
力
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」「
地
域

づ
く
り
」の
５
つ
の
柱
を
基
軸
に
、

各
種
事
業
の
重
点
的
・
効
果
的
な
配

分
に
努
め
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額

で
は
、
39
億
６
，
０
０
０
万
円
と
前

年
度
比
０
・
５
％
の
減
額
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
編
成
の
背
景
に
は
、
平

成
17
年
度
末
の
国
と
地
方
の
長
期
債

務
残
高
が
、
７
７
４
兆
円
を
超
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
た
め
、国
は
、

務
教
育
施
設
整
備
に
向
け
た
第
１
小

学
校
体
育
館
改
築
推
進
事
業
な
ど
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
今
年
で

第
５
回
目
と
な
る「
牧
場
の
朝
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
」や「
オ
ラ
ン
ダ
祭
」・

「
あ
や
め
祭
り
」・「
第
２
回
鏡
石
駅

伝
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」の
支
援
、

さ
ら
に
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育

成
と
国
際
化
に
向
け
た「
海
外
文
化

学
習
事
業
」、
そ
し
て
、
福
祉
事
業

の
充
実
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
・
障
害
者
計
画
及
び

障
害
者
福
祉
計
画
の
策
定
、
更
に
働

く
若
い
世
帯
へ
の
子
育
て
支
援
と
し

て
、児
童
手
当
支
給
年
齢
の
拡
大（
４

年
〜
６
年
）、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・

つ
ど
い
の
広
場
の
開
設
ほ
か
、
幼
稚

園
・
保
育
所
に
お
け
る
延
長
保
育
、

「
フ
ロ
ー
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
」な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
電
子

自
治
体
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
度
に
整
備
し
た
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
予
算

措
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町

民
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
の
権
限
と
責
任
を
大
幅
に
拡
大

す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
国
庫
補

助
金
の
削
減
、
地
方
交
付
税
の
制
度

見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移

譲
を
含
む
税
源
配
分
の
在
り
方
を
三

位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
、
国
主
導
で

進
め
て
お
り
地
方
財
政
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

は
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
町
税

の
伸
び
は
あ
ま
り
見
込
め
な
い
状
況

で
、更
に
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
削
減
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
主
財
源

の
確
保
が
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
ず
、

将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
、
適
正

な
起
債
枠
を
確
保
し
な
が
ら
、
基
金

取
崩
し
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
行

財
政
改
革
実
施
計
画
に
よ
り
、
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
第
４
次
総
合
計
画
の
確
実
か
つ

着
実
な
推
進
を
図
る
べ
く
配
慮
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
成
田
地
区
ほ
場
整
備
事
業
を
は
じ

め
、
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
町
の
将

来
を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
と
、
義

　町の予算は、一般会計、特別
会計、企業会計の３つに分けら
れます。その内、一般会計は、
町行政運営の基本的な経費を計
上している会計。福祉や教育、
建設など町の事業の大部分をま
かなっています。
　特別会計は、一般会計と切離
して、独立した経理で行う会計
のことで、町では、老人保健特
別会計など９つの会計が設置さ
れています。
　企業会計は、水道事業など、
その事業で得られる収入で経費
をまかなっていく、独立採算を
原則とした会計のことです。

会計区分 本年度 前年度 比較 増減率（％）

一 般 会 計 39億6,000万円 39億8,000万円 △ 2,000万円 △ 0.5

国民健康保険特別会計 11億3,341万円 11億4,098万円 △ 757万円 △ 0.7

老 人 保 健 特 別 会 計 10億1,758万円 10億2,713万円 △ 955万 △ 0.9

介 護 保 険 特 別 会 計 5億6,609万円 4億3,300万円 1億3,309万円 30.7

土地取得事業特別会計 5,553万円 5,747万円 △ 194万円 △ 3.4

工業団地事業特別会計 5,511万円 2億6,391万円 △ 2億880万円 △ 79.1

鏡石駅東第１土地区画
整 理 事 業 特 別 会 計 2,681万円 1,300万円 1,381万円 106.3

公共下水道事業特別会計 4億8,100万円 4億7,200万円 900万円 1.9

農業集落排水事業特別会計 6,500万円 6,300万円 200万円 3.2

育英資金貸付費特別会計 1,308万円 1,188万円 120万円 10.1

小　　　計 73億7,361万円 74億6,237万円 △ 8,876万円 △ 1.2

上水道事業会計

収益的 2億2,741万円 2億2,684万円 57万円 0.3

資本的 1億1,001万円 1億2,605万円 △ 1,604万円 △ 12.7

計 3億3,742万円 3億5,289万円 △ 1,547万円 △ 4.4

合　　　計 77億1,103万円 78億1,526万円 △ 1億423万円 △ 1.3

平成18年度

　当初予算が決まりました
77億1,103万円（一般会計・特別会計）

　平成18年度の鏡石町当初予算が３月定
例議会において議決されました。
　議決された一般会計と特別会計の予算総
額は、77億1,103万円で前年度比１億423
万円（1.3％）の減となりました。

広報かがみいし　平成18年４月号広報かがみいし　平成18年４月号

鏡石町長　木　賊　政　雄

平
成
18
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

各会計当初予算 町 の 予 算 の し く み


